
平成 29 年度の主な事業について 

 

１ 100 周年プレイベントの実施 

  平成 30 年に長岡市立図書館が開館 100 周年を迎えるにあたり、下記の事業を行うこと

により、歴史ある図書館を市民に広く周知し、図書館利用者層の拡大と利用者の増加を

図るものです。 

  

 ① 長岡市立図書館開館 100 周年ロゴマークの作成 

 

  ６つのロゴマークから市民に投票していただき、協議会で

決定しました。 

 

投票期間：平成 29 年６月１日～６月 29 日 

 投票場所：各図書館・図書館取次所・自動車文庫 

 対  象：図書館を利用する方、図書館見学の児童 

投票結果：投票総数２,３５５票 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 図書館の思い出 

 

 長岡市立図書館開館 100 周年を記念して、図書館について 

の思い出を募集しました。 

    

募集要項：図書館の思い出作文 400 字以内 

   応募対象：小学生以上 

   募集期間：平成 29 年 10 月 15 日～平成 30 年１月 30 日 

   応募総数：20 作品 

   

 

 

 

 

 

資料 №１ 

【ロゴマーク投票ポスター】 
【決定したロゴマーク】 

【図書館の思い出募集チラシ】



 

③ としょかんクリスマススペシャルコンサート 

 

楽器の生演奏や楽器体験、音楽と絵本の朗読のコラボレーションなどを楽しんでもら

うことで、音楽と本をつなぎ、図書館の利用拡大を図りました。 

今年度は 100 周年プレイベントとして位置付け、プロに演奏を依頼し、絵本の朗読に

作曲した曲をつけてもらうなど、今までにないスペシャルなコンサートとしました。 

 

演奏者：アンサンブル・オビリー（ﾊﾞｲｵﾘﾝ・ﾋﾞｵﾗ・ﾁｪﾛ・ｺﾝﾄﾗﾊﾞｽ）４名 

曲目：クリスマスメドレーなど 

絵本：『ぐりとぐらのおきゃくさま』 朗読者：渋谷範子氏（JPIC 読書アドバイザー） 

参加者：１４５人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 「詩人堀口大學と長岡」展の開催 

 

新潟県立近代美術館の「堀口大學展」と連携 

し、堀口大學コレクション等の貴重資料を中心 

に約 400 点を展示し、長岡ゆかりの詩人堀口大 

學と地域の関わりを紹介しました。 

  

会期：平成 29 年 11 月 28 日～12 月 10 日 

（11 日間） 

入場者数：1,227 人 

関連行事等 

◆展示解説 ４回 参加者数合計 140 人 

◆文化講座「長岡藩と堀口家」 １回 参加者数合計 130 人 

◆堀口すみれ子さんトークショー（NPO 法人長岡未来創造ネットワーク主催）連携・PR 

◆新潟県立近代美術館「美と文学の探究者 堀口大學展」との連携・PR（同時開催） 

◆堀口大學関連本コーナー（１階閲覧室） 

 

【プロの演奏家による本格的な演奏】 【大好評だった楽器体験の様子】 

【詩人堀口大學と長岡 展示解説の様子】 



３ 長岡市災害復興文庫展 2017 企画展「震災避難所の記録と記憶」及び記念シンポジウム

「あつめる・整理する・つたえる～震災復興と図書館のアーカイブ機能～」の開催 

 

 新潟県中越大震災から１３年。 

 地震発生の 10 月にあわせて「長岡市災害復興 

文庫」を活用した企画展・記念シンポジウムを 

開催しました。 

 

◆企画展 

期間:平成 29 年 10 月 28 日～11 月 5 日  

場所:中央図書館１階 エントランス 

関連行事：職員による展示解説会（２回） 

 

◆記念シンポジウム 

期日:平成 29 年 10 月 28 日 

場所:中央図書館２階 講堂 

講師：稲葉洋子氏（帝塚山大学非常勤講師） 

河瀬裕子氏（くまもと森都心プラザ図書館長） 

コーディネーター：田中洋史文書資料室長 

 

 

４ 図書館の設備改修 

  中央図書館 

・正面入口の階段・スロープに手摺を設置 

   ・美術センターの壁面改修 

   ・１階多目的トイレを洗浄便座（ウォシュレット）に改修 

    

西地域図書館 

・空調設備の改修 

・障害者用駐車スペース案内の明確化 

 

 

 

【手摺の設置（中央図書館 正面玄関）】 【手摺の設置（中央図書館 スロープ）】 

【企画展の様子】 


